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営業外費用、特別利益及び特別損失の計上のお知らせ 

 

2026 年 3 月期第 1 四半期会計期間（以下「当第 1 四半期」といいます。）において、営業外費用（支

払利息及び為替差損）、特別利益（新株予約権戻入益）及び特別損失（減損損失及び事業構造改善費用）

を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 営業外費用の計上 

短期借入金等の利息として、当第 1 四半期連結決算において、1,873 百万円の支払利息を営業外費

用に計上いたしました。 

また、為替相場の変動により、当第 1 四半期連結決算において、為替差損 998 百万円を営業外費

用に計上いたしました。本為替差損は、当社グループが保有する外貨建債権債務の決済及び期末為

替レートによる換算替えで発生したものです。 

 

2. 特別利益の計上 

権利行使期間の満了により一部新株予約権が失効したことに伴い、当第 1 四半期個別決算及び連

結決算において、新株予約権戻入益 27百万円をそれぞれ特別利益に計上いたしました。 

 

3. 特別損失の計上 

ディスプレイ事業の資産の一部について、当面の収益性を評価した結果、当第 1 四半期個別決算

において 365 百万円、同連結決算において 370 百万円の減損損失をそれぞれ特別損失に計上いたし

ました。 

また、当社茂原工場の 2025年内での生産終了に伴い追加で発生が見込まれる費用・損失、及び希

望退職者の募集に伴う退職加算金等の引当により、当第 1 四半期個別決算において 7,605 百万円、

同連結決算において 7,621百万円の事業構造改善費用をそれぞれ特別損失に計上いたしました。 

 

4. 業績に与える影響 

上記の内容につきましては、本日公表の「2026 年 3 月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」に反映しております。 

 

以 上 


